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すべての子どもによりよい保育を！  

全保連ニュース号外 2016.4.20 

全国保育団体連絡会／TEL:03-6265-3171／FAX:03-6265-3230／URL http://www.hoiku-zenhoren.org/ 

 

熊本地震救援募金の呼びかけ 
 

 4 月 14 日以降続いている熊本地震は、規模の大きな揺れが相次ぎ、いつになったら収まるのか先が

見えない状況が続いています。被災されたみなさまに、心からお見舞いを申し上げます。 

 

 現在、ライフラインが少しずつ復旧している地域もあるようですが、依然続く激しい揺れにより、

建物の倒壊や道路の寸断、保育園でも避難者を受けいれるなど混乱した状況が続いています。４月 20

日午前の時点では、熊本市内の園には休園との指示が行政からでていますが、施設によっては 20 日以

降も保育を再開できる見通しがたたないところもあるようです。 

 今後、政府が被災地支援・復旧に全力をあげ、情報提供や保育所・幼稚園に対する緊急対策をすす

めるよう、全保連としても要請していきたいと思います。 

 

 被災地からの要請に応える準備をしつつ、当面、加盟団体及び関係者のみなさんに、被災地支援

のための救援募金を訴えます。 

 ※募金は全保連加盟団体へ送り、各団体の判断で活用していただきます。 

 

熊本地震 救援募金の送付先 

郵便振替 00110-8-117536 全国保育団体連絡会 

（通信欄に「
．
熊本地震
．．．．

救援募金
．．．．

」
．
と明記してください） 

 

熊本保育連絡会の窓口であるさくらんぼ保育園の建川園長を中心に、熊本県内の保育園、関係者の

みなさんに連絡をとり、状況を把握しているところです。現地では全国からの問いあわせに追われて

いる状況もあるようですので、今後も状況が分かり次第、全保連からみなさんにお知らせします。 

 

 

●熊本・さくらんぼ保育園（4/20 建川園長の話） 

 園舎・職員・子どもはとりあえず無事。 

九州・全国のみなさんからの支援のおかげ

で、毎日物資が届き、物資は足りてきている。 

一時は、70 人程の被災者を園に受け入れ

ていたが、今は 10 人程の方が残るのみ。た

だ、朝、昼、晩の炊き出しは行っており、地

域の人が食べにきている。水、ガス、電気は

とおっているため、21 日から保育を再開す

る予定。 
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●熊本市・やまなみこども園（4/20 山並園長の話） 

 職員、子どもたちは、無事だが、自宅が倒壊するなどして、避難所で生活する、遠くの親類

を頼り避難している関係者もいる。園には、多い時には 100 人近くの方が避難していた。今も

余震の不安により、夜だけ園に泊まりに来る人たちを受け入れている。電気、水道は戻ったが、

ガスがきていないため、薪を使って炊き出しを行っている 21 日から保育を再開する予定で、園

舎の点検をしてもらうなど準備が大変。子どもたちを守らなければいけませんから、頑張りま

す！  

 

●熊本市・ひまわり保育園（4/19 大滝園長の話） 

 園舎にひびが入り、モノが落ちて、散乱した。水とガスがまだ止まっている。生水は飲めな

いが、スーパーには水や食べ物がない状態。家庭によっては、避難所や車中で生活している子

どももいる。子どもを受け入れたいが、いつ再開できるかわからない状況です。 

 

●熊本市・大光保育園（4/20 佐藤先生の話） 

 職員・子どもは避難所や車の中で暮らしている人が多い。１度目の大きな揺れの翌日、4/15

には開所の指示が熊本市からあり、開所。10 名程の子どもが来た。翌 4/16 未明の強い揺れに

より、園舎は築５年にもかかわらず、ひずみとひびが入った。さらに隣接するお寺が倒壊寸前

（解体を待つ状態）となり、園舎も崩れそうで不安。物音や地震速報の音におびえ泣き出す子

どもがでてきていることが、とても心配。 

 

●八代市・川岳保育園（4/20

光永園長の話） 

 園舎の被害は少ないが、

公民館や避難所に入ってい

る職員や子どももいる。余

震が収まる気配がなく、子

どもを受け入れる上で不安

がつきません。 

 

●子育てネットワークかご

しま（4/17 吾孫子園長の現

地訪問＆支援報告→） 

 連絡会窓口の大口里保育

園の吾孫子園長が、４月 17

日「子育てネットワークか

ごしま」「福岡保問研・全

国保問研」「NPO 法人トー

タ ル サ ポ ー ト ネ ッ ト ワ ー

ク」のお見舞い・支援物資

を届けに、さくらんぼ保育

園、山並こども園に行かれ

ています。 

 報告書をいただきました

ので、一部抜粋して紹介さ

せていただきます。 

 

 

 


